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ポータルを使用した VNFおよび VMのリカバリ
ESCポータルを使用して VNFと VMの手動回復を実行できるようになりました。

手順

ステップ 1 [展開（Deployments）]を選択します。

ステップ 2 エラー状態の展開を選択します。

VMレベルのリカバリでは、[VNFの表示（View VNFs）]ページからエラー状態の VMを選択
します。

ステップ 3 [VNFの回復（RecoverVNF）]または [VNFのモニタと回復（Monitor +RecoverVNF）]をクリッ
クします。

ステップ 4 [OK]をクリックして確定します。

ステップ 5 [リカバリアクション（Recovery Action）]ドロップダウンからリカバリアクションを選択し、
[OK]をクリックします。

次のリカバリアクションを使用できます。

• [デフォルト（Default）]：データモデルで定義されたリカバリアクションをトリガーしま
す。

• REBOOT_ONLY

• REDEPLOY_ONLY

• REBOOT_THEN_REDEPLOY
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リカバリオプションの詳細については、リカバリポリシーを参照してください。

重要なポイント

1. 設定可能な手動回復は、実行中のトランザクション動作をサポートしていません。した
がって、設定可能な手動回復中にフェールオーバーが発生すると、手動回復は事前定義さ

れたリカバリアクションで再開されます。

2. 展開の移行では、デフォルトのリカバリポリシーを使用します。LCSベースのリカバリで
は、VM/VNF手動回復のリカバリアクションは提供されません。
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重要なポイント

Cisco-Elastic-Services-Controller-User-Guide-5-8_chapter40.pdf#nameddest=unique_192


翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


